
■巨大な変化と小さな永続■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 189号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 
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1.ブログから：巨大な変化と小さな永続 

 

今から 6年前、僕は Tさんから笑恵館の相談を受けた。 

それは、自分の死後もやり続けて欲しいという相談だった。 

僕はこの「永続的な土地活用」という相談そのものに衝撃を受けたことをよく覚えている。 

それこそが「現代の日本が失ったもの」だと直感したからだ。 

土地活用とは、人が地域で暮らすことそのものだ。 

その暮らしが永続性を求めるのは当然のことなのに、土地も地域も捨てられていく。 

・ 

永続とは終わりの無いこと。 

笑恵館のようなちっぽけな施設はもちろんのこと、国や社会も終わって欲しくない。 

それでは「終わりをもたらすこと」とは何だろう。 

終わりをもたらすのは失敗だと思いがちだが、そうではない。 

いくらうまく行ってもいつかは失敗するかもしれないので、うまく行ってるうちにやめることが成功だ。 

つまり、成功するには終わりが必要ということになる。 

確かに、成功しなければいつまでたっても終われないかもしれないが、成功の無い永続など意味がない。 

・ 

一方、失敗で諦めればそれで終わりだが、諦めない限り終わらない。 

つまり、終わりを招くのは失敗そのものでなく、失敗が生みだす「諦め」が原因だ。 

諦めなければ終わらない、変わらないことが継続だ。 

「生き残るためには変化が必要」というが、「存続」と「継続」は意味が違う。 



もしも京都の金閣寺がラーメン屋になって存続しても、それはすでに金閣寺とは言えない。 

残したい本質は、変化しては意味がない。 

永続とは、「変化しないこと」とも言い換えることができるだろう。 

・ 

そして、永続とは人が死んだ後も続くことなので、個人に属することはない。 

どんなに小さな事業でも、時間軸で考えれば不特定多数の人たちが関わる公的な事業となる。 

広いグローバル・世界であれば、瞬時に多数が関わる公共性を持つが、狭い地域の公共性は、まさにこの永続性

なのかもしれない。 

地域の特徴とか、魅力と言われるものは、決して一時的なものでは無い。 

地域独自の気候風土など、不変だからこそ、その変動が問題となる。 

世界が変化を意味するのに対し、地域社会はまさに変わらないモノのことを指す。 

・ 

巨大でダイナミックに変化する世界を生き抜くのがグローバルなビジネスなら、地域独自の不変の価値を守るこ

とがローカルビジネスの目指す道なのかもしれない。 

巨大な世界で君臨し続けることは至難の業だが、小さな地域で君臨するのはむしろ自己満足との戦いだ。 

たとえどんなに小さなビジネスでも、変わらない核（コア）を見つけ出し、それを守る仲間が集まれば地域社会

が成立する。 

世界中の誰もが挑めるビジネスは、そんなビジネスではないだろうか。 

  

http://nanoni.co.jp/20181216-2/ 

  

  

2. 今週のトピックス：本日田名さん帰国予定 

 

笑恵館オーナーの田名夢子さんが、本日帰国予定です。 

もうお忘れかも知れませんが、田名さんは 70 歳記念ということでピースボートに乗って世界一周の旅に行って

ました。 

9月 1日から 12月 17日までの 3ヵ月半にわたり、会員の皆さんのご協力をいただきながら、何とか笑恵館の留

守を守ってきました。 

そもそも笑恵館をオーナーの死後も引き継いで永続的に運営するために僕は日本土地資源協会を作ったことを

しみじみ思いだしました。 

今週は税務署に行って協議をしたり、土地の遺贈・遺言手続等に関する準備などにも取り掛かる予定です。 

土地所有者の支援や地主の育成だけでなく、自ら民有地の永続活用を担うため、土地寄贈の受け皿になることを

目指します。 

興味のある方、いつでも気軽にご連絡ください。 

  

  

 

3．今週のお誘いイベント 

 

凡例 ○面談歓迎：来てくだされば面談を優先します。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先し、訪問します。 



   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：僕と一緒に参加できるイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）12/17 ○終日笑恵館で面談可 

（火）12/18 ○なのに作業日（青葉台） 

   10-11時 ●世田谷税務署 

（水）12/19 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）12/20 ○夕方から笑恵館で面談可 

   18-20時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）12/21 ○なのに作業日（鎌倉） 

   19-21時 ●おおがいさんち忘年会（砧） 

（土）12/22 ○14時まで笑恵館で面談可 

   10-14時 ★笑恵館・起業塾 

   16-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

（日）12/23 ○休業日 

  

■その後のイベント 

12/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/10 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/10 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/11 ★カプラー起業交流会（三茶） 

01/12 ★笑恵館・起業塾 

01/17 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

01/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

   

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

  

 

4．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 



東京都世田谷区砧 6-27-19 笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

  

 

5．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。参加希望、

ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


